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4. 東丹沢地域ブナ帯における樹洞性ハナムグリ類

飯嶋一浩 1) ・ 岸 真 2) ・ 松本昇也 3)

Report on Tree Hollow Chafers (Protaetia lugubris insperata, Osmoderma opicum) 
at Beech Zone in the Eastern Tanzawa Area

Kazuhiro Iijima, Makoto Kishi & Akinari Matsumoto

要　約

　東丹沢地域のブナ帯にて樹洞性ハナムグリ類の生息状況ならびに生息環境の現状について調査を行った． その結果， 少

ないながらミヤマオオハナムグリとオオチャイロハナムグリの 2 種の樹洞性ハナムグリが， 塔ノ岳周辺から丹沢山にかけて広く

分布していることを確認した． 調査地内の多くの樹木を調査した結果， 樹洞木は 45 株を確認． そのうち樹洞性ハナムグリ類

の幼虫が生息していたものは， わずかに 6 株であった． ミヤマオオハナムグリ， オオチャイロハナムグリともに， 幼虫が生息

する樹種は複数の科にわたっていた． オオチャイロハナムグリの幼虫は幹の細い木 （胸高直径 47.75cm） の樹洞にも生息し

ており， 大木だけでなく細い木の樹洞も保全する必要があることが判明した． ミヤマオオハナムグリが多様な形態の樹洞を利

用するのに対し， オオチャイロハナムグリは閉鎖型樹洞を好み， 閉鎖型樹洞の消失が局所個体群絶滅に直結すると考えられ

た． いずれにせよ， 両種とも樹洞木の消失は絶滅につながるので， 保全に際しては健全な樹林の維持が必須である． 大木

が減少し， 次世代が生育していない東丹沢地域は， 生息環境としては悪化傾向にあると言える． 樹林の衰退 ・ 草地化の進

行に， 速やかに歯止めをかける対策が強く望まれる． なお樹林の復元にあたっては， ブナ林のみならず， 温暖化を見越して

乾燥に強いミズナラ林を適所に創出することが必要である．

(1) はじめに

　丹沢山塊に生息するハナムグリ類 （ハナムグリ亜科， トラ

ハナムグリ亜科， ヒラタハナムグリ亜科） は 14 属 19 種 （神

奈川昆虫談話会 , 2004）． このうちブナ帯を中心に分布し，

発生場所が樹洞に限られる種， すなわち幼虫が樹洞内の

腐朽部を餌とする種としては， ハナムグリ亜科のミヤマオオ

ハナムグリ Protaetia lugubris insperata （Lewis） （以下， ミ

ヤマオオ） と， トラハナムグリ亜科のオオチャイロハナムグリ 
Osmoderma opicum Lewis （以下， オオチャイロ） の 2 種
が知られる． 県下での両種の分布記録は， ミヤマオオが

丹沢山塊と津久井町， オオチャイロが丹沢山塊と箱根の明

神ヶ岳となっており （神奈川昆虫談話会 , 2004）， 冷涼な

気候を好む両種の生息域が県下では狭く限られていること

がわかる． さらに両種とも， 樹洞という， さらに限られた場

所から発生するため， 個体数は少ない． 近年では環境破

壊による樹洞木 （洞を持った木） の減少により， 樹洞を棲

みかとする生物， すなわち樹洞性生物の危機的状況が認

識され，その保全に取り組む動きが盛んになりつつある （樹

洞シンポジウム実行委員会 , 2003）． しかしこれはムササビ 
Petaurista leucogenys （Temminck） やコウモリ目 Chiroptera 
などの哺乳類， あるいは樹洞営巣性鳥類を中心としたも

のであり， ヤンバルテナガコガネ Cheirotonus jambar Y. 
Kurosawa （澤志 , 2001） を別にすれば， 昆虫類に関す

る取り組みは極端に遅れている． このような状況のなかで，

温暖化， ホンシュウジカ Cervus nippon centralis Kishida の
食害， 大気汚染など様々な要因によってブナ林の衰退が

著しい丹沢山塊では樹洞木が消失し， 樹洞性ハナムグリ類

（幼虫が樹洞内で腐朽材を餌として成長するハナムグリ類）

が絶滅に瀕している可能性が危惧される．

　そこで今回は， 樹洞性ハナムグリであるミヤマオオとオオ

チャイロについて， ブナ林の衰退が著しい丹沢山塊東側，

東丹沢と呼ばれる地域における生息状況ならびに， 生息環

境の現状について調査を行った．

(2) 調査地域

　東丹沢地域でブナ林が発達する標高 1000m 以上の場所

を調査地とした． 調査エリアは次の 5 つに大別される．

　エリア A ：蛭ヶ岳から丹沢山．

　エリア B ：丹沢山から西峰．

　エリア C ：丹沢山から塔ノ岳．

　エリア D ：塔ノ岳から鍋割山．

　エリア E ：塔ノ岳から二ノ塔．

(3) 調査方法

　ミヤマオオとオオチャイロを対象とした． 調査地にて対象

種の生息を目視または採集によって確認した． 対象種の生

息が確認された樹洞木については， 樹種， 胸高直径 （高

さ 120cm の幹周より算出）， 樹洞型， 樹洞開口部短径 （開

口部内径の短い方） を記録した． ちなみに樹洞型とは表 
1 に示すとおり， 樹洞をその形状によっていくつかのタイプ

に類別したもの． この類別表は， 本研究のために独自に作

成した． 対象種の生息が確認できなかった樹洞木に関して

は， 樹種と樹洞型のみを記録した． なお， 樹洞内に生息

する対象種幼虫の同定は腹部末端節腹面の剛毛の形状な

どによって行った．

(4) 調査結果

　本調査によって， ミヤマオオ， オオチャイロの両種とも個

体数は少ないが， 塔ノ岳周辺から丹沢山にかけて広く分布

していることが判明した． 幼虫の生息場所である樹洞の状

況も含めて以下に結果を述べる．

　樹洞木が多く生育する調査エリアは， エリア B で， エリア 
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E では樹洞木が皆無であった． 今回確認した樹洞木は表 2 
のとおり不明種も含め， 3 目 5 科 9 種の合計 45 株． 樹種

としてはブナ Fagus crenata Blume が 17 株 （37.78％） と

最も多く， 次いで多いのはシナノキ Tilia japonica （Miq.）
Simonkai の 11 株 （24.44％）， オオイタヤメイゲツ Acer 
shirasawanum Koidz. の 6 株 （13.33％） であった （表 2）．
これらの樹洞木から確認された樹洞数は合計 49 個． 樹洞

型別に出現頻度を見ると， 下部開口型樹洞が 38.78% と
最も多く， 次いで閉鎖型樹洞が 30.61%， 断裂型樹洞が 
12.24% と続いた （図 1）． 樹洞性ハナムグリ類は多く見ら

れる型の樹洞に多く生息しているとは限らなかった． これは

同じ型の樹洞でも， 樹洞形成部位の違いによって雨水が

浸入し過湿であったり， 雨水が溜まっていたりするほか， 蔓

植物の根が繁茂していたり， アリ類が営巣しているなど， 樹

洞内環境がハナムグリ類の生息に不適のものも含まれるた

めであった． また， 以下に述べるように， ハナムグリの種に

よって選好する樹洞型が異なることにも起因していた．

　確認された樹洞木のうち， ミヤマオオまたはオオチャイ

ロが確認されたものはわずかに 6 株 （13.33％）． さらにこ

のうち幼虫の生息が確認できたのは， ミヤマオオが 5 株
（11.11％），オオチャイロが 2 株 （4.44％） と非常に少なかっ

た （表 3）． なお， 幼虫が生息していた樹洞の状況は表 3 

のとおり． ミヤマオオが樹洞開口部短径わずか 4cm の小さ

な窪み型樹洞のほか，下部開口型樹洞，上下開口型樹洞，

断裂型樹洞に生息し， オオチャイロは閉鎖型樹洞と， 下部

開口型樹洞に生息していた． 両種は下部開口型樹洞では

生息場所が重なっており， 実際に今回の調査ではオオイ

タヤメイゲツの樹洞にて混生を確認している． しかしながら

このような樹洞では， ミヤマオオが樹洞の中心部を占拠し，

オオチャイロは樹洞内の周縁部に見られた． 幼虫を確認し

た株の胸高直径に関してはデータが少ないものの， ミヤマ

オオの場合， 最大 79.26cm， 最小 47.75cm． オオチャイロ

の場合は， 最大 50.93cm， 最小 47.75cm であった．

　ちなみに， 今回確認した樹洞のうち， キツツキ類の営巣

跡 （小型哺乳類生息の可能性あり） など高所にあるものや，

樹洞開口部が狭く手が入らないものなど， 計 20 個に関して

は内部の調査ができなかったため， ハナムグリ類の生息の

有無を確認していない． しかしながらそれらの樹洞のうち 7 
個は， 樹洞の形状から内部に雨水が貯まって， ハナムグリ

類が生息できない可能性が高いと判断された． ただし， 残

りの 13 個は発生場所になっている可能性もある． なお， 確

認された 49 個の樹洞のうち， 雨水が入るなどして樹洞性ハ

ナムグリの生息に不適とされたものは， 上記の 7 個も含め

て計 22 個 （44.90%） であった．
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���� ����� ���� Tilia japonica  (Miq.) Simonkai 11[12]

����� ����� ���� Aesculus turbinata Blume 1[1]

���� ��������� Acer shirasawanum  Koidz. 6[6]
������ Acer mono  Maxim. var. marmoratum  (Nichols.) Hara

�f. dissectum  (Wesmael) Rehder
2[2]

������� Acer L. sp. 1[1]

��� ��� �� Fagus crenata Blume 17[20]

����� ���� Carpinus cordata  Bl. 1[1]

�������� Alnus  Mill sp. 3[3]

� � ������� broadleaf tree spp.   [Dicotyledoneae] 3[3]
�� 3�5�9� �� 45�[49�]

�

表 1. 樹洞の類別

表 2. 確認された樹洞木の樹種ならびに樹洞木数と樹洞数
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(5) 考察

　本調査の結果からいくつかの点に関して以下に考察する．

　まず両種の発生木についてであるが， ミヤマオオに関し

ては過去の記録がなく， 今回のシナノキ， オオイタヤメイゲ

ツ， ブナが初めてのまとまった記録となる． オオチャイロに

関しては， 発見された樹木として大野 （2001） が過去の文

献記録をまとめている． それを整理して列挙すれば次のと

おりである． なお， 樹種名が正確に記録されていないもの

については， 適当と思われる種をあてたが， 「？」 マークを

併記した．

　マツ⇒アカマツ？ Pinus densiflora Sieb. et Zucc., ゴヨウ

マ ツ Pinus parviflora Sieb. et Zucc., モ ミ Abies firma Sieb. 
et Zucc., ト ウ ヒ Picea jezoensis （Sieb. et Zucc.） Carrière 
var. hondoensis （Mayr） Rehder, ツ ガ Tsuga sieboldii 
Carrière, ス ギ Cryptomeria japonica （L. fil.） D. Don, ヒ ノ

キ Chamaecyparis obtusa （Sieb. et Zucc.） Endl., サ ワ ラ 
Chamaecyparis pisifera （Sieb. et Zucc.） Endl., ク マ シ デ

属 Carpinus L., ブナ , イヌブナ Fagus japonica Maxim., ク
ヌギ Quercus acutissima Carruthers, ミズナラ （＝ナラ？）

Quercus crispula Blume, アカガシ Quercus acuta Thunb. ex 

Murray, シイ⇒スダジイ？ Castanopsis sieboldii （Makino）
Hatusima ex Yamazaki et Mashiba, ケ ヤ キ Zelkova serrata
（Thunb.） Makino, ク ス ノ キ Cinnamomum camphora （L.）
Presl, カツラ Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc., サク

ラ属 Cerasus Miller, ユズリハ Daphniphyllum macropodum 
Miq., カエデ属 Acer L., トチノキ Aesculus turbinata Blume．
　この記録には幼虫の発生木以外に， 成虫が静止していた

だけの樹木の記録も含まれており，扱いには注意を要する．

本調査でオオチャイロの幼虫が確認された発生木はシナノ

キとオオイタヤメイゲツのみであり， 残念ながらブナからの

発生は確認されなかった． この原因に関しては後ほど述べ

る． いずれにせよ， 両種とも発生木として複数の樹種を利

用することは本調査からも明らかである．

　今回， 広範な地域で多くの樹木を探索したが， 樹洞が確

認されたのはわずか 45 株であり， そのうち発生が確認され

たものはほんの数株であった． このような状況が自然林とし

て健全であるのかは， 他地域の樹林を調査して比較しなけ

れば判定できないが， 少なくとも樹洞性ハナムグリ類にとっ

て良好な状態とは言えないと考えられる．

　次に両種が生息している樹洞について考察する． 樹洞と

一口に言ってもその形状や形成原因， あるいは腐朽してい

く過程は様々である． そのような樹洞について論じるために

は，樹洞をいくつかのタイプに整理し，命名する必要がある．

Поливанов （1981） は樹洞営巣性鳥類研究のために，

樹洞のできる部位や形成原因を基に， 樹洞を 7 つのタイプ

（①根際の樹洞， ②幹の樹洞， ③曲がった枝部分にできた

樹洞，④上方に出入口のある幹分岐部の樹洞，⑤凍裂溝，

⑥幹や太枝の小さな窪み， ⑦キツツキ類の古巣） に類別し

ている． しかしながら， 本調査ではこれをそのまま適用する

ことはできないので，新たに独自のカテゴリーで類別した（表 
1）． これを基にした両種の発生樹洞タイプについては結果

で述べたとおりである （表 3）． この結果を見ると， ミヤマオ

オが生息する窪み型樹洞にオオチャイロは見られず， 逆に
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図 1. 各樹洞型の出現頻度

表 3. 樹洞性ハナムグリ類確認状況
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オオチャイロが生息する閉鎖型樹洞にミヤマオオが見られ

ないことがわかる． 両種が混生していたのは下部開口型樹

洞であるが， ここではミヤマオオが優占的でオオチャイロが

棲みにくそうにしている様子を観察している． これらの調査

結果を総合すると， 樹洞の腐朽進行過程とともに両種が競

争した結果， 樹洞の腐朽段階別に棲み分けを行っている

ような様相を呈していることがわかった． すなわち， 樹洞の

初期段階である窪み型樹洞には体の小さいミヤマオオが侵

入， 産卵し， 孵った幼虫が腐朽部を食べることにより樹洞

を拡大してゆく． 閉鎖型樹洞になった段階で， オオチャイ

ロが侵入し産卵． ミヤマオオより大型であるオオチャイロの

幼虫は， ミヤマオオの卵や幼虫を捕食するなどして次第に

樹洞を独占するようになると考えられる． オオチャイロの幼

虫は樹洞を独占したものの， 樹洞内の腐朽部を下方へと食

べ進むうちに地面に到達するため， 樹洞は下部開口型樹

洞となる． 地面とつながることで幼虫の生息空間が広がり，

ミヤマオオが侵入， 産卵した場合， オオチャイロに捕食さ

れる機会は減少する． その結果， 再びミヤマオオが生息で

きるようになるのであろう． 下部開口型樹洞となった後， オ

オチャイロの勢力が低下する要因は， 腐朽材量の減少がミ

ヤマオオより大型であるオオチャイロ幼虫に餌不足をもたら

すため， あるいは腐朽材に土壌が混入した状態が餌資源

として不適になるためと推測される． 以上のように， ミヤマ

オオは多様な樹洞が利用可能であるのに対し， オオチャイ

ロは閉鎖型樹洞に依存する傾向が強いと考えられる． 閉鎖

型樹洞の多くは， 雨水浸入や地下からの捕食者の攻撃を

避けることができるとともに， 大木であれば広い空間と豊富

な腐朽材が長期に安定して得られるため， 様々な樹洞タイ

プのなかでも安全で質の高い生息場所と言える． このように

良質な生息環境である閉鎖型樹洞に適応したオオチャイロ

は， 一方で閉鎖型樹洞の消失が， 地域個体群絶滅に直結

する危うさを持っている．

　次に樹洞の太さについて論じる． オオチャイロは大木の

樹洞やその周辺で発見されることが多く （大野 , 2001）， そ

のような大木から毎年発生する例も知られている （岡島 , 
1993）． その一方で， 細木 （1993） が直径 30cm 程度の

木の樹洞で幼虫の生息を確認しているものの， このような

細い木の樹洞の利用状況に関する報告はほとんどない．

本調査では胸高直径 47.75cm の細い木の樹洞で幼虫の生

息を確認している． ただし， 狭い樹洞内にいた 5 頭の 3 齢
幼虫のうち 1 頭は， 堆積した腐朽材に潜るスペースがなく，

腐朽材の上に露出した状態のまま静止していた． 狭い樹洞

は腐朽材量も少ないので， 良好な生息場所とは言えない．

しかしながら， オオチャイロの保全を考える場合は， このよ

うな細い木の樹洞も短期的な生息場所として考慮する必要

がある．

　一方， 大木の樹洞が長期間安定した発生場所となること

は先に述べたが， ブナ帯では当然ブナの大木が安定した

発生場所となるべきである． しかし，調査地では樹洞を持っ

た樹種のうち最も優占度が高かったブナにて， オオチャイ

ロの発生を確認することは出来なかった． これは， 調査地

のブナが樹洞の腐朽進行度で言えば， 上下開口型樹洞や

断裂型樹洞といった腐朽段階の末期に達している樹洞が多

く， オオチャイロの発生木として適していなかったためであ

る． すなわち東丹沢では， すでにブナの大木の樹洞がオ

オチャイロにとって利用不能な段階に達してしまっているの

である． 健全なブナ林であれば， 次世代の大木の樹洞へ

と， オオチャイロの発生場所が移ってゆくはずである． しか

しながら東丹沢地域では， 次世代の大木が生育していない

ため， オオチャイロはブナを利用することができなくなって

いる． 無論， オオチャイロはブナ以外の樹種も利用可能で

あるため， すぐに絶滅という話ではない． しかしながら， 発

生木として利用できるブナの大木が無い状態が健全なブナ

林であるとは言いがたく， オオチャイロ， さらにはミヤマオオ

の生存が危ぶまれる．

　今回は東丹沢地域を調査した． しかしながら広大な範囲

を短期間で調査することは難しく， 樹洞性ハナムグリ類の生

息が期待されながら調査できなかった地域も少々ある． さら

に西丹沢地域には大室山， 加入道山， 畦ヶ丸などにブナ

林が存在する． これら未調査地域の状況も， 今後把握して

ゆく必要がある．

(6) 保全

　欧州ではオオチャイロと同属の別種， オウシュウオオチャ

イロハナムグリ Osmoderma eremita（Scopoli）（以下，オウシュ

ウ） が生息する （Krajčík, 1999）． オウシュウも幼虫は樹洞

から発生するが， 環境破壊により， やはり絶滅に瀕してい

る （Stegne, 2006）． しかし日本と事情が異なるのは， 発生

木の創出など保全対策がすでに具体的に始まっている点

である （Stegne, 2006）． このような迅速な対応は我が国も

見習うべきであろう． 以下， 本調査結果を基に丹沢の樹洞

性ハナムグリ類の保全について述べる．

　2006 年 7 月， 横浜にて丹沢大山総合調査の結果を基に

した 「丹沢大山自然再生基本構想」 が， 神奈川県知事へ

提言された． この基本構想で， ブナ林の保全に関して 「鬱

蒼としたブナ林の再生」 （丹沢大山総合調査実行委員会調

査企画部会 , 2006） が掲げられたことは高く評価すべきで

ある． しかしながら， その再生方法の中に温暖化を考慮し

た保全策が盛り込まれていない点が， いささか気がかりであ

る． ブナ林を健全に維持するための， ブナの植樹， シカに

よる植生破壊への対策， オゾン等化学物質への対策は重

要であるが，これだけでは樹洞性ハナムグリ類を始めとした，

ブナ帯に生息する多くの森林性の昆虫を保全することは難

しいと思われる． すなわち， 留まる気配のない温暖化のス

ピードを考慮すれば， 乾燥化の著しい場所にブナを植樹し

ても枯死することは明白であり， 誤った処置を施している間

にさらに草地化が進んでしまうことが危惧される． 大木が生

育する良好な樹林を棲みかとする森林性昆虫， とくに樹洞

性ハナムグリ類のような大木を必要とする種にとって， 草地

化は局所個体群絶滅に直結する． つまり， 草地化してから

苗木を植林したのでは遅いのである． 具体的に言えば， 乾

燥化が著しくブナの枯死が増加している場所には， ブナよ

り乾燥に強いミズナラ （小島 , 1975; 星野 , 1998; 八木橋ら , 
2003） を植樹するという思い切った決断が必要である． 幸

いにして， 樹洞性種であるミヤマオオとオオチャイロの両種

はブナ林を中心に分布するが， ブナだけに依存しているわ

けではない． オオチャイロはミズナラも発生木として利用す

るし （松香 ・鈴木 , 2003）， ミヤマオオも国内では記録のな

いものの， 欧州に生息する別亜種 P. l. lugubris （Herbst）
がコナラ属 Quercus L. を利用することが知られており（Dutto, 
2005）， 国内では当然ミズナラも利用していると考えられる．

しかもミズナラは成虫の餌となる樹液も提供する点では， と
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きにブナ以上に重要な存在とも言える． 適地適作とは農業

における鉄則であるが， これは自然林の保全にも当てはま

る考え方である． 「鬱蒼としたブナ林の再生」 は悲願では

あるが， ブナだけに固執しない柔軟な対応が望まれる． こ

のほかの保全策としては， 植樹した苗木が樹洞を形成でき

るほど大きくなるまでの間， 腐朽材を入れた木箱を設置し，

樹洞性ハナムグリ類の一時的な発生場所として確保するな

どの処置が考えられる．

　樹洞性昆虫は， 樹洞を失うような環境の変化， すなわち

樹林の衰退と草地化が局所個体群の絶滅に直結する． 草

地化してから樹林を育成しても遅いことを， ここであらため

て強調しておく． 10 年先ではなく， 50 年 100 年先を見据

えた， 具体的な保全への取り組みが早急に必要である．
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